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カワウ被害の軽減をめざして

駅館川漁業協同組合

代表理事組合長 酒井 秀明氏

カワウは、かつて全国に生息していましたが、生息

環境の悪化などの影響により１９７０年代には繁殖地

が大分県沖黒島等に局在し、３０００羽以下に激減し

ました。しかし、その後の公害規制による環境改善な

どで生息域が拡大し、個体数も急増しています。それ

に伴い、カワウが放流したアユなどを食べる漁業被害、

ねぐらや繁殖地における樹木枯死や土壌流出などの植

生被害等が全国的に問題となっています。本県でもカ

ワウによる被害が深刻な問題となっており、被害軽減

のための効果的な対策が求められています。

そのため、２０１７年度から３か年計画で、県内に

年間を通して生息する居付き群を半減させるカワウ被

害対策事業を実施しています。内水面チームでは、捕

獲回収した個体の胃内容物調査による漁業被害や季節

ごとの個体数を調べ、生息状況などの把握に努めてい

ます。

駅館川漁協では、これまで県内最大の繁殖地であ

る黒木池での巣落としやドライアイスによる繁殖抑

制、ねぐらや餌場での追払いなどの対策に取り組ん

できましたが、カワウの被害は一向に減りませんで

した。２０１７年からカワウ被害対策事業で実施し

ている個体数調整捕獲後、駅館川にオイカワなどが

目立って見られるようになり、事業の効果を実感し

ています。

深刻な被害をもたらすため、適

切な個体数管理が必要なカワウ


